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▶加盟店募集

●加盟店募集にあたり
兵庫県商工連会報に募集案内（P.10参照）を掲載いただき、日本旅行店舗には募集チラ

シを配置しました。

また、各商工会議所へ募集案内・ポスター類を配布し、加盟店へ参加の呼びかけを依頼しました。

加えてキャンペーン専用ホームページでは24時間登録を受け付け、パソコン・ネット環境未整備

の飲食店には事務局で代理登録を行いました。

• パソコン環境（インタ－ネット）にない飲食店が散見され、FAXやメールでの受付は非常に好

評でした。（821件）

• 各商工会議所にはインタ－ネットを利用できない飲食店の申請書類を代理でFAX送信してい

ただくなど、多大なるご協力を頂きました。

• インタ－ネット・FAXどちらも無い飲食店には郵送での提出を可とし、柔軟な対応を行いました。

• 20店舗以上の一括申請はExcelでデ－タを受け取り、事務局で代理登録を行いました。

• マニュアルが届く前に加盟店が対処できるよう、承認済加盟店の管理ページにマニュアルを動画

でアップし、利用者対応で間違いがないよう工夫しました。

• 加盟店管理ページから店舗情報の変更をタイムリーに行えるようにし、季節の料理写真やお勧

めポイント等を紹介いただく事で誘客のサポートが出来ました。

• マニュアル・ポスタ－・ステッカ－類を管理ページにデータで格納し、店頭での告知にお役立て頂

きました。

（気付き：効果的であった取組・内容）

（気付き：今後改善すべき点・内容）

• 募集当初はインタ－ネットにアクセスが集中、申請に時間を要し、重複登録が一部発生しました。

• 承認メ－ルがすぐに流れず、申請ができていないと思われた飲食店が何度も申請される事象が

稀に発生しました。

• 申請時、申請書及び営業許可証を提出頂きましたが、金融情報を誤って記入される飲食店が

散見され、当初から通帳コピ－類を提出して頂くべきでした。（追加募集時は改善しました）

• 飲食店営業許可証をお持ちの飲食店でも対象外となるコンビニエンスストア等からの申請があ

り、加盟条件をもっと具体的に示すべきでした。

• FAXや郵送で申請された加盟店は、申請以降事務局の管理ページをほぼ活用されませんでした。

• 事業スタート以降に申請された加盟店は、マニュアルなどのキット類が到着する迄に時間がかかり、

事務局管理ページを活用された加盟店はマニュアル類を動画で確認して頂けましたが、FAXや

郵送で申請された加盟店は口頭での説明や、メ－ル等で対応せざるを得ず時間を要しました。

• インタ－ネットで登録時、バージョンが低いと上手く接続できない事があり、事前にバ－ジョン〇

〇以上からしか申請できませんなど、より詳しく告知しておくべきでした。

• FAXや郵送で提出の場合、書類が読みづらく、再度電話で確認したり等の手間を要しました。
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▶加盟店募集（紙媒体）

●加盟店募集のちらし（プレ：2020年9月15日時）
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▶加盟店募集（紙媒体）

●加盟店募集のちらし
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●加盟店募集のちらし（申請書）

▶加盟店募集（紙媒体）
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▶加盟店募集（システムでの申請方）

加盟店が直接システムで登録を行っていただけるよう、事務局管理システム
に店舗アカウント管理機能を設けました。また登録後も季節ごとのお店情報
を更新していただくなど、利用者の来店増に向けた機能を付加しました。

078-000-0000

gtehyogo@nta.co.jp
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▶加盟店の登録推移・消費者のご利用傾向

●2021年12月販売（利用）再開時に8,912件にまで登録が増えましたが、利用期間が2022年3月21日から5月15日まで再度延
長になった段階で、1年4ヶ月の効果を見極められた加盟店が辞退されました（約170件）。

●2020年10月から販売（引換）停止までが18万3,000冊、2021年12月再開以降37万7,000冊弱の販売比率に振込額も推移
しましたが、1年余の自粛期間中も一定の利用を維持した事で、コロナウイルス感染症の感染拡大で窮する飲食店を支えました。
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食事券の振込日単位でのご利用推移（円）

2020年11月25日～2021年11月30日まで利用の自粛

換金を行った加盟店計（集合型商業施設を含む）：8,446店
換金精算実績6,936,926,500円÷8,446店＝平均821,327円
（平均以上2098店：シェア 全体の25％）

●著名で特色ある飲食店や百貨店等は利用者から大きな支持を得ましたが、利用平均（累計）821,327円を下回る飲食店が全体の
75％を占めた事より、全ての加盟店をこのキャンペーンで支えられたのかは分かりません。

（単位：店数）

（単位：円）

2020年10月29日～11月23日で
182,851冊の販売

2021年12月1日から376,764冊の販売
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食事券3

▶食事券
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▶食事券の概要

県下で多くのプレミアム商品券・食事券事業がスタートした時期であり、偽造盗難等による事故
防止を徹底するため、大日本印刷に以下を反映した食事券を発注しました。
デザインについては地域差が出ず、且つ海から山まで兵庫県全域のイメージをまんべんなく網羅

したものを兵庫県と協議し、3案ほどに絞り最終的に事務局で選定しました。

●食事券の印刷（大日本印刷に発注）

＜偽造防止策＞
・彩紋印刷
円や波状線を組み合わせた幾何学模様で、コピー再現不可能な細線で構成しました。

・マイクロ文字印刷
微細な文字を印刷することによりコピーでの再現が困難、券面デザインの中に取り入れることで
偽造防止効果を向上させました。

・蛍光発色インク印刷

全ての食事券を連続した券番管理（000000１～0800000）とチェックデジット方式
（9DSR）を採用し、OCR機で読取り利用済番号を消し込んでいくことで、精巧な偽造食
事券も特定させ、同時に未利用食事券の券番を正確に把握することが出来ました。

特殊な蛍光発色インクを使用することで食事券をカラーコピー機等で複写した場合、蛍光発
色部分が黒くコピーされ、真偽判定を容易にしました。

・券番管理




